


●野菜の
提供

Join ～みんなの居場所～
 会場  福祉会館
 開催  毎週水曜、午前・午後

つながりサポーター養成講座
 会場  福祉会館　 開催  年２回

社協ファーム なないろ
 場所  向日市上植野猪ノ子田
 共催  みんなの居場所かむはぴ

　引きこもり状態にある人の身近な居場所や就労体験の場として、活動を行っています。小物づく
りやフードパントリーの仕分け、社協ファーム なないろでの収穫物の販売準備などに取り組み、社
会とのつながりを取り戻すことを目的としています。参加者は当初の１名から９名へと増え、全員
が継続して参加しています。ボランティアやスタッフとの交流や協同作業を重ねるなかで、参加者
の自然な笑顔や会話が広がり、さらに社協カレー食堂や社協ファーム なないろとの有機的な連携に
より活動の循環が生まれ、地域の一員として貢献している実感につながっています。

　他の３つの事業を継続的に推進していくため、市民の協力が
不可欠であることから、引きこもり状態にある方への支援を学
び、寄り添いながら伴走する「つながりサポーター」の養成講座を年２回開講しています。これま
でに、延べ70人の市民が受講し、そのうち10人がつながりサポーターとして活動を始めています。

　農作業を通じて、さまざまな困難を抱える人た
ちに就労体験の機会を提供する取り組みです。市
内農家から約一反の土地を無償で借り受けて整地
し、無農薬の野菜を栽培。収穫物は社協カレー食
堂や市内の子ども食堂に提供しています。自然に
触れる安心できる居場所となることで、参加者が
周囲の人と対話できるようになるなどの変化も見
られます。また、農作業に関わりたいボランティ
アが増え、新たな交流の場が生まれ、芋ほり体験
などのイベント開催にもつながりました。収穫し
た農作物の一部は市民や職員が購入し、その収益
を共同募金に納入しています。

●野菜の販売

●畑仕事の
手伝い

●野菜の販売
作業準備

サポート

サ
ポ
ー
ト

社協カレー食堂
 会場  社協デイルーム　 協力  みんなの居場所かむはぴ
 開催  毎月最終日曜、11:00～13:30

　困難を抱える人の交流の場として、また必要に応じて適切な支援につなぐことを目的に無償の食
堂を運営。カレーライスに小鉢やサラダを添えた食事を提供し、参加者同士の会話も自然と増えて
います。「みんなと食べると、より美味しい」と好評です。

　向日市社協では、地域共生の暮らしを守るため、さまざまな仕組みづくりに取り組んでいます。その一
環として、生活困窮者支援を通じた地域づくりにも挑戦しています。今回は、人と人とのつながりを育み、
思いやりと助け合いの輪を広げる「Join」「社協ファーム なないろ」「社協カレー食堂」「つながりサポー
ター養成講座」の４つの事業を紹介します。

助け合い、誰もが居場所のある町へ
みんなの居場所かむはぴ  

（左）福井 ともみさん　（右）山根 敏弘さん

サポート

●調理や配膳の手伝い

お互いさまで支え合う地地域域づづくくりり

これらの取り組みが、地域のなかで自分にできることを
見つけ、チャレンジするきっかけになればと考えていま
す。必ずしも就職をして働くことだけがゴールではな
く、互いを理解し、助け合いながら、誰もが『ここに居
ていいんだ』と感じられる街にしていきたいですね


